
第４７回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

 

日 時： 平成３１年３月２９日（金） １５：００～１７：００ 

場 所：日本建築総合試験所 大阪事務所 6 階 会議室 A 

出 席 者： 鎌田会長，清水先生（神戸工専），森幹事，永山幹事，内田幹事，服部会員，藤原会員，

藤垣会員，寺澤会員，鈴木様，吉田会員 

     （オブザーバー）岩波先生（東工大），小林様，安里様，三輪様，新先生（島根大） 

（以上，１６名） 

配布資料：47-0   第４７回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          47-1   第４６回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

開催の挨拶が鎌田会長よりあった。 

 

２．第４６回議事録（案）の確認 

  前回議事録の説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

３．話題提供 

（１）清水先生より，「なんでも掴むロボットハンドの使い道 －近接点検編－」と題して話題提供が

あった。開発を進めている真空吸盤は，吸盤の中心部分を真空吸引できるだけではなく，粉が

充填されている吸盤部分を吸引して形状を固く保持できるため，ものを「つかむ」ことができ

る。吸盤内の粉には，元々は形状が不定形な粉（コーヒー豆をひいたもの）を用いていたが，

耐久性が低く，現在は HD ボール（アルミナの真球）を用いている。粉を最適化するのも研究

課題の一つであるとの説明があった。 

この真空吸盤を用いて，食品をつかむ，人間が壁や天井を移動する，無線型ドローンに搭載

して壁面に吸着するなど，様々な事例が紹介された。土木分野での実験例として，京都大学と

老朽トンネルの調査を行った事例が示された。壁面の粉塵はコンプレッサーで事前に清掃する

などの対策が必要であること，吸着部の汚れを防止する対策が必要であること，トレント法で

透気性が高い部分では，真空吸盤が付かない箇所があったことなどが紹介された。 

古い橋で試行した事例では，段差部分でコケなどが付着していると吸着が難しく，コケ，水，

亀裂，剥離などの状況を判断し，真空吸盤を用いる必要があるとの説明があった。 

今後の応用について，河川橋などでは，人間が到達できない箇所があるため，このような場

所の調査に適用できると良いとの意見があった。 

 

４．今後の予定 

  第４８回交流会：２０１９年７月３１日 １５：００～１７：００ 

  場所：大阪大学 中之島センター 

以上 

（記録：吉田会員） 


